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目 籾　 芯地 は表地 とめ楕･^  廊,t し-f便,わ,nるた 。。 事債 上 嘸ぬ蕩･＝憚 じ･た勧 果^  ふ九う

その と考 之られ ろ。客将地 に為ヽ けろ籾 服 の軽t 化 という観 点 力ヽ らするり 芯 地 と表地 との

苅 今布（X-^-f-湘 令布 ）に つい-t ■i温̂性t  療 討 ■* る 二い ま息 為 のあ^     Z    とと考±   られろ。前

報S: あ,u-t/* ，O^ 羽 。多い表 地-t 使 用L だ場 磨，非 接 着稽 令布 の罹丿昆脊H  I- は路地・h

の相 鹿は^ 映 されに くい こ と。 ＠接 着楕 令布 のH  I*ｲ吏用 した 表地 自身のH  より小 さくなる

塙 会 が為うこ とが示 された。ホ研 変では機 会布につ い-t ，佩 カ１ 与丈て禰 感性t 測 定 し。

前教 の結 果 と比蕨 した。

方疏 二浹 試 試料 ： 市販 の芯地 と表 面状 祢 の 異なる教 種 の表地 老用 いた。禰 － 燥の廓 定 ■
■

主 い｡X  溥却 法に こ^ ．肺 昨布で徹* ，れ狐7 ルミ嘸 円笥 に6 ．°cの水 泡入れ-t 20・C ,   ぶS％朗

の環 境下I- 放 置し,   円筒中 の水が-in・c か らヨタ・cに低T  する時間･乞到 気し-I.   h-i 求 めた。

雅 カは ，戸 筒 乞 皮つた試斜 布 の両:端 息円 僣・ 長さ の方 向･こ平行 に，-f ラス令･V ク叔 玄湖 助

叔r. しX 童 心令 南-tt，湘 励叔 に分･鯛 を秀 童すろ ことにi;  っべ行 っt~ 。

結 果　^F 接 着袴･@ 祁 でti ， 張力^ 与える とH  は減 少 した. この傾 向 は尽縮 争 の･a: きい芯

tut). カバ- フ ■p クタの ふ さ い芯地 之用いた場 合･＝瞰 蕩で あ ■> -ft.  痢 の*  い表地！ 硬 吊

t  ると，県 力t 与え3  -  とに よって凋 令TipのＭの 芯地 のH  に対 寸･^ 依 存性 が大 きく なり 。

適論£ 力ヽら予3S1I さ歳る依 存 性tzitiく な った。 推力u  *  ．-t 芯地 が’圧縮t 喫け。 その唱気吟

といも･=こ芯地 と恚地 と・ 曝－,z  あ・ 豊気層 に 差プ< 勃 果 が喊 少す^ * の と考えら れ5.  禧

か ゆで は。践 力にI  う影 響it  少なヵヽ 。た。 ） 繊m 赳 投 稿 中
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官能簾ヽ 査1'-  よろ接 触冷温^, 剃攻／巌̂証

○表作ir 欠家政　妹 斟倹手

裁袁々九匁貳　 米田守宏　 丹羽雅｝

目的　 過嘸的 他伝I  劇 足楽t にょっ-x 遭僕 心八ろ試料 の初 期 絃洗 東最大ｲ釘 一が'-i,    接 触

冷温 硲。刑 疫y^ 考文｡られ ろ物 理量で あろ。 本報 告でば，μ 。 の̂玲 温亮･の客観 的剃 度t レ て

の冷 当性 を官能検査K より検討^ 乱　 々 ら,･こ右能検 査 の銘I;  にっ ，べ,         瀦 触冷 刄 か い和イ

ろ理論 的 光* の結 果 左用ヽヽ て解紅 を試 みる,

ぢ宏　 梅 触冷胤 感・ 急處 資料^   I   X ,    以 下in 2  鯉 の官能着 査 を行 っr-1．
，i)金 属熟叔t

 剛

いた 官能 旋ヽ 査。 これは々 瓜 感 覚にお ，ヽ・ 重弔 な#.  肉洙 康 い 災痛表a  羞/s V  壇麦ゑ 度k  の 圈

斗 を明 ら刃ヽ て一i ゐ~ y. を 目的V. 寸ろ。叫 布 を試 料V:. I r- な能検 査，;  れ は, 呼 の侭物性 と

冷 蔵 疸し の肉係 を明 らヵ`ヽ iこ寸%  こt  を@6 勺ヒi- ろ。i ず 金 属無板I-  よろ な帽

の 延リ。it 産湯 蔑 をユo'L-ヽ ･3/  ･乙の範囲 四で4  ft りis  莞 し,  叔 験 尨ヵく庫 カヽ tｔ々 れ 、ヽ V;.慾じ'ろ

湿良 一ヵヽ 4 ， 雄 吻ヽに盟いV: 辱じ' る温 度 ■* で熱垢 塩]li を夜化！ せ， 叔 験考<ri冷曝 亮申 告赳t.cr,

測ｲ飢を綱 ぺ 振｡･ そI  て, 同 時･こ皮I  温 の刑 定も行 ，ヽ， 素 直l^ 度と の 詞嶺 玄黄 討 いに。 次I-.

布を試 料y.  I 代t  能検 査n  i-k-x- ・iL') 。あ らヵヽ じめ μ χを測 定I. べおヽ いれば鴉類 の婦/v 吸

スー ソヽ≪ r-,   被験 患 に今(主に 令制 を軽く チを 触心T-:. t 後I-  甦じろ冷息 裂｡陳康 の噛 に試料 を

r  ル-  プ･分けI  r~。 そI  て,  旛触冷 蔵愁強 農"c  μ,x  V. の圃蓬 を兼案八 も。

銘 菓　 金 馬無板I-  よる官能検 査 の紹集 より^ 地域 農K 藤 存す る 皮膚表面温t 考 圓羞 度k

<n 肉-ftvべ明 ら ヵーヽ 1-,   な り。 季 疹に ょゐ々 刄 禿覚 のI､ がヽ 説 明！ れろ.   i ↑ 布̂ を用ヽヽ 代官能検

査 の結気 より,     弘一y.と玲 温 辱知1  y-の㈲ｲh  は,   -  友 回帰 で` 相肉藤 数^-".? 一購'の&.  劉にた り

?-mx. の冷温 惣測/t 七 にζの蜜当性が碓認^  れ 乃。む*.tM;鳶塙軋丿卵a･ﾀり 匈匹 憐磯廊亀*f.つ?? c･ft)


